
　

安
全
保
障
上
重
要
な
施
設
の
周
辺
や
国
境
離
島
の
土
地
・
建
物
に
つ
い

て
、
政
府
に
よ
る
利
用
調
査
な
ど
を
可
能
と
す
る
「
重
要
土
地
利
用
規
制
法

案
」
が
６
月
１
日
の
衆
院
本
会
議
で
可
決
し
た
。
現
在
、
参
院
で
審
議
が
行

わ
れ
て
お
り
、
わ
が
党
は
国
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
、
今
国
会
で
の

成
立
に
全
力
を
挙
げ
る
。

　

同
法
案
は
、
わ
が
国
を

取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境

の
変
化
を
踏
ま
え
、
自
衛

隊
、
海
上
保
安
庁
な
ど
の

重
要
施
設
や
国
境
離
島
に

対
し
て
、
そ
の
機
能
を
阻

害
し
よ
う
と
す
る
動
き
を

防
止
す
る
の
が
狙
い
。

　

具
体
的
に
は
、
重
要
施

設
の
周
辺
約
１
㌔
と
国
境

離
島
に
つ
い
て
、
総
理
大

臣
が
関
係
行
政
機
関
の
長

と
事
前
に
協
議
し
、
土
地

等
利
用
状
況
審
議
会
の
意

見
を
聞
い
た
上
で
「
注
視

区
域
」
を
指
定
。
同
区
域

内
の
土
地
・
建
物
の
利
用

状
況
調
査
の
た
め
に
必
要

が
あ
る
場
合
に
は
、
利
用

者
ら
の
氏
名
や
住
所
な
ど

の
情
報
提
供
を
関
係
機
関

に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

と
し
た
。

　

ま
た
、
同
区
域
内
で
重

要
施
設
な
ど
の
機
能
を
阻

害
す
る
行
為
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
同
審
議
会
の
意

見
を
聞
い
た
上
で
、
土

地
・
建
物
の
利
用
者
ら
に

中
止
を
勧
告
・
命
令
で
き

る
と
明
記
し
た
。

　

特
に
重
要
な
施
設
や
国

境
離
島
は
「
特
別
注
視
区

域
」
に
指
定
し
、
同
区
域

内
で
土
地
取
引
な
ど
を
行

う
際
に
は
、
事
前
に
総
理

大
臣
へ
届
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
定
め
た
。

　

一
方
、
水
源
地
を
含
む

森
林
や
農
地
も
安
全
保
障

　

今
回
の
選
挙
戦
は
、
岩

井
候
補
と
４
選
を
目
指
す

現
職
知
事
と
の
一
騎
打
ち

だ
。

　

岩
井
候
補
は
第
一
声
で

「
こ
の
静
岡
県
を
覆
っ
て

い
る
閉
塞
感
に
風
穴
を
あ

け
、
新
し
い
風
を
静
岡
全

県
下
に
行
き
届
か
す
」
と

声
を
張
り
上
げ
、
３
期
12

年
続
い
た
現
県
政
の
刷
新

を
主
張
。
静
岡
県
の
工
業

製
品
出
荷
額
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
や
農
業
生
産
額

が
横
ば
い
に
な
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
を
指
摘
し
、

「
ま
さ
に
こ
れ
ま
で
蓄
積

し
て
き
た
閉
塞
感
の
結
果

で
は
な
い
か
」
と
し
て
、

県
政
刷
新
に
よ
り
新
た
な

静
岡
の
未
来
を
切
り
開
い

て
い
く
決
意
を
訴
え
た
。

　

ま
た
、
同
候
補
は
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
最
優
先
で

や
り
た
い
」
と
述
べ
た
上

で
、
県
が
中
心
と
な
り
国

と
県
内
35
市
町
と
も
連
携

し
、
医
療
現
場
の
声
を
聞

き
な
が
ら
早
期
接
種
に
取

り
組
む
考
え
を
強
調
。
国

土
交
通
副
大
臣
な
ど
の
経

験
か
ら
「
私
は
防
災
の
専

門
家
だ
。
南
海
ト
ラ
フ
地

震
や
台
風
、
豪
雨
災
害
か

ら
県
民
の
命
と
財
産
を
守

り
抜
く
」
と
力
説
し
た
。

　

加
え
て
、
Ｅ
Ｖ
（
電
気

自
動
車
）
化
に
よ
る
産
業

構
造
の
大
き
な
変
化
に
直

面
す
る
自
動
車
産
業
と
中

小
企
業
へ
の
支
援
や
女
性

活
躍
の
推
進
の
ほ
か
、
県

産
農
水
産
物
の
ト
ッ
プ
セ

ー
ル
ス
と
首
都
圏
や
関
西

圏
か
ら
の
企
業
誘
致
な
ど

に
も
取
り
組
む
考
え
を
示

し
た
。

　

岩
井
候
補
の
応
援
に
駆

け
付
け
た
山
口
選
挙
対
策

委
員
長
は
、
同
候
補
が
党

水
産
部
会
長
や
経
済
産
業

大
臣
政
務
官
な
ど
も
歴
任

し
た
こ
と
に
触
れ
、
「
い

か
に
岩
井
候
補
が
中
央
で

も
評
価
さ
れ
て
い
た
か
と

い
う
証
だ
」
と
言
及
。

「
皆
さ
ん
に
は
17
日
間
、

岩
井
候
補
に
成
り
代
わ

り
、
静
岡
県
の
隅
々
ま
で

岩
井
候
補
へ
の
皆
さ
ん
の

思
い
入
れ
を
伝
え
て
も
ら

え
れ
ば
必
ず
や
成
就
す

る
」
と
集
ま
っ
た
聴
衆
に

岩
井
候
補
へ
の
支
援
を
呼

び
掛
け
た
。

上
重
要
と
の
指
摘
が
多
く

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
わ
が

党
と
公
明
、
維
新
、
国
民

の
４
会
派
は
５
月
28
日
の

衆
院
内
閣
委
員
会
に
「
安

全
保
障
を
巡
る
内
外
の
情

勢
な
ど
を
見
極
め
た
上
で

検
討
す
る
」
と
し
た
付
帯

決
議
案
を
提
出
、
賛
成
多

数
で
可
決
し
た
。
同
決
議

は
こ
の
ほ
か
、
利
用
状
況

の
調
査
に
際
し
、
調
査
方

法
や
調
査
項
目
を
具
体
的

に
明
示
す
る
こ
と
な
ど
を

政
府
に
求
め
て
い
る
。

　

外
国
資
本
な
ど
に
よ
る

重
要
施
設
周
辺
の
土
地
・

建
物
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
長
崎
県
な
ど
で
判
明

し
て
お
り
、
わ
が
党
は
安

全
保
障
と
土
地
法
制
に
関

す
る
特
命
委
員
会
（
委
員

長
・
新
藤
義
孝
衆
院
議

員
）
を
中
心
に
対
応
策
の

検
討
を
重
ね
て
き
た
。

　

菅
義
偉
総
理
も
１
月
の

施
政
方
針
演
説
で
「
経
済

安
全
保
障
の
確
保
に
政
府

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

む
。
安
全
保
障
上
重
要
な

防
衛
施
設
や
国
境
離
島
を

含
め
、
国
土
の
不
適
切
な

所
有
、
利
用
を
防
ぐ
た
め

の
新
法
を
制
定
す
る
」
と

表
明
し
て
お
り
、
わ
が
党

は
政
府
と
一
体
と
な
っ
て

今
国
会
で
の
成
立
に
全
力

を
挙
げ
る
決
意
だ
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
静
岡
県
知
事
選
が
６
月
３
日
告
示
さ
れ
、
参
院
議
員
を

辞
職
し
、
わ
が
党
推
薦
で
選
挙
戦
に
挑
む
岩
井
し
げ
き
候
補
は
同
日
、
静
岡

市
内
で
行
わ
れ
た
出
陣
式
で
第
一
声
を
上
げ
た
。
出
陣
式
に
は
党
を
代
表
し

て
山
口
泰
明
選
挙
対
策
委
員
長
が
駆
け
付
け
た
。
投
開
票
は
同
20
日
。

６
月
20
日
㈰
投
票

起
立
採
決
の
結
果
、
重
要
土
地
利
用
規
制
法
案
を
わ
が
党

な
ど
の
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
衆
院
本
会
議

選挙戦必勝へガンバロー三唱する岩井しげき候補と
山口泰明選挙対策委員長（右）ら

国
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る

静岡県知事選

岩井しげき候補が第一声

重
要
土
地
利
用
規
制
法
案

山
口
選
対
委
員
長
も
応
援
演
説

６月20日㈰
投 開 票

県
政
刷
新
へ
懸
命
の
訴
え
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